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１８日（日）に神奈川県横浜市の日産スタジアムで開催された

全国中学生陸上競技大会（日本陸上競技連盟主催） 

女子走高跳：記録：１ｍ６６ｃｍ（自己タイ記録）見事、全国

第２位という結果でした！（さすが未来モンスター！） 

全国の舞台に出場することも凄いことですが、その大舞台で実

力通りの力をいかんなく発揮できることも凄い！ 

今後、高校に進学し、更に力をつけていくと思いますがオリン

ピックや世界選手権に日本代表として出場できる選手へ大き

く成長してほしいですね。その日がやってくるのも近いかも！ 

また、今回の結果から全国のライバルからも追われる立場！ 

悔しい２位でしたので全国１位という目標もあり、今後も桃花

さんから目が離せないですね。応援しましょう！ 

１８日（日）白保中にて石垣市童話・お話・意見発表大会が開催され、本校代表として３－１吉本海亜さん

が堂々と自分の意見を発表することができました。コロナ禍で入場制限がありその場での応援はできません

でしたがとてもいい発表でした。（石垣市内９つの学校代表が参加）結果は優秀賞でした！おめでとう！！ 

裏面に本人の意見発表の原稿を掲載しています。お読みください。 

祝 っ れ！全 ２  

全国中学生陸上競技大会：女子走高跳 比嘉桃花さん 

裏面には、吉本海亜さんの意見発表の原稿を掲載しています。是非、お読みください！ 

校長先生・海亜さんを囲みハイ！チーズ！ 與那國充子先生と吉本海亜さん 



思いやりのボタン 

石垣中学校 ３年 吉本 海亜 

 昨年の女子テニス全米オープンの表彰式。私は信じられない光景を目にしました。それは、大

スターであるセリーナ・ウィリアムズ選手の優勝を信じていた大勢の観客が、勝った大阪なおみ

選手に行ったことでした。会場中に響き渡るブーイング。私はなおみ選手の気持ちを想像し、胸

が苦しくなりました。口をへの字にして、下をうつむくなおみ選手。目には涙がたまっていまし

た。誰も彼女の味方はいないかのように思えました。しかし次の瞬間、セリーナ選手が「彼女は

素晴らしかった。もうブーイングはやめて、功績をたたえましょう。」と言い、なおみ選手が「あ

なた達がセリーナに勝ってほしかったことはわかっています。こんな終わり方になって残念で

す。でも試合を観てくれてありがとう。セリーナと全米の決勝で試合ができて夢がかなってとて

もうれしいです。セリーナ、ありがとう。」と言ったのです。「ありがとう」って、なぜ今の状

況で感謝の言葉が口にできるの？そう思っている間に、人の心を引き裂くようなブーイングの嵐

はしだいに静まり、代わりに温かい拍手が巻き起こったのです。 

 これは、わずか五分ほどの出来事でした。しかし、その五分間に私は人の心が大きく変わる瞬

間を見ました。なぜ、ブーイングが拍手に変わったのでしょう。 

 私は人の心には「思いやりのボタン」があると信じています。でも、その「思いやりのボタ

ン」が押されていない限りは、人の立場になって考えることができず、自分の嫌な感情を表し

てしまうのではないかと考えています。その顕著なものが、日本中でずっと問題視されている

「いじめ」です。 

 幼稚園生の頃、仲間はずれにされることがありました。先生が気づき、事態は良くなりました

が、今でもあの悲しみや寂しさは忘れることができません。また、小学校に上がっても、「マギ

ー」とか「相撲とり」とか体型のことを笑いものにする言葉のいじめを受けました。悔しくて、

惨めな思いになりましたが、友達がすぐ気づいてくれて、その子を注意し、私を励ましてくれま

した。そのお陰で、私は気持ちを強く持ち、今度は私が嫌な思いをしている人を支えたいと思い

ました。 

 しかし、支えているだけでは「いじめ」は解決しません。では、どうすればいいのか。 

 その解決策の一つが、「思いやりのボタン」を押すことです。最悪な状況を好転させたなおみ

選手や先生や友達は、人の心の中にある「思いやりのボタン」を押したのです。「思いやりのボ

タン」とは、「あ、私は人を傷付けている。」と気付けるきっかけのことです。そのきっかけは、

周り人の言葉や表情、態度によって生まれると私は考えています。 

 「思いやりのボタン」を押すのは、やはりその周りの人なのです。今、私の学校の生徒会では、

「いじめを絶対に許さない」という活動をしています。これによって「思いやりのボタン」を押

すチャンスが増えればと私は期待しています。 

 今はコロナでいじめや偏見を恐れている人が多いと聞きます。そんな今だからこそ、「思いや

りのボタン」を少しでも多くの人が押し、いじめや差別、偏見などを減らし、誰もが気持ち良く

毎日を過ごせることを願います。さぁ、嫌な動きを見つけたら、みんなで「思いやりのボタン」

を押していきましょう。 


